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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における事業環境は、中国経済の景気減速感が高まる一方で、当社グ

ループが事業拠点とする中国広東省深圳市は、北京、上海に次ぐ都市へと飛躍的な経済発展を遂

げ、賃金、物価、不動産価格の上昇率はいずれも高い伸びを続けており、今後も中国経済を牽引す

る成長が見込まれる都市として安定拡大を継続しております。

このような状況下、当社グループは、不動産賃貸管理事業及び不動産開発事業に経営資源を集中

し、深圳市に所有する不動産賃貸物件（土地127千㎡）の効率的な活用・管理運営を行うことによ

り、安定した収益基盤の強化を図り事業を推進してまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は、591百万円（前年同期比65.6％減）、営

業利益275百万円（前年同期比11.0％増）、経常利益312百万円（前年同期比11.1％増）、親会社株主

に帰属する四半期純利益145百万円（前年同期比95.1％減）を計上いたしました。

なお、売上高の大幅な減少(前年同期比65.6％減)は、昨年10月10日を以って、電気機器等の製造

販売事業の大幅な縮小を実施したことによるものであり、また、親会社株主に帰属する四半期純利

益の大幅な減少（前年同期比95.1％減）は、前期において当社グループの固定資産の一部を譲渡し

たことによるものであります。

不動産開発事業について

当社子会社深圳皇冠（中国）電子有限公司（以下「皇冠電子」と称します。）が所在する深圳市

は、人口1800万人を擁し、政府が進める次世代の現代サービス産業の高度化を担うべく、金融・サ

ービス・ハイテク産業を基盤とした国際都市への転換を図り、更に、同市前海地区・香港・マカオ

を一体化した一大経済圏の中心に位置する中国華南地区の中心都市として、今後も一層の発展を期

待されております。

皇冠電子の所有する不動産物件（土地127千㎡）は、深圳市中心部に位置し、官公庁街に近く、交

通インフラ（主要幹線道路、地下鉄、高速道路インターチェンジ、深圳市最大のバスターミナル

等）等の都市機能が集中した付加価値の高いエリアにあります。

当該不動産物件につきましては、都市開発プロジェクト「皇冠科技園（仮称）」として、オフィス

やホテル、商業施設、レジデンスなどから構成される大型総合都市開発を予定しており、日本をは

じめとする海外の先進的開発や運営技術を導入し、深圳市の更なる経済発展のモデルとなる再開発

を目指しております。

当該開発事業につきましては、中国政府をはじめとした国内外多方面からの協賛を受けており、

また深圳市の重大プロジェクトとしても位置づけられていることから、引き続き同市政府と協議調

整を図りながら、申請に向け開発計画の策定を進めてまいります。

当社グループは、当該開発事業をグループの成長戦略の柱として位置付け、今後も経営資源を集

中してまいる所存です。

なお、当該開発事業の促進と中国における当社グループ事業の更なる拡大を図るため、当社は、

平成27年３月17日開催の取締役会決議により、香港特別行政区に当社全額出資による子会社「皇冠

投資管理有限公司」を設立し(平成27年４月16日設立、平成27年10月５日払込完了)、また、平成27

年11月２日開催の取締役会において、深圳市前海に当該子会社の全額出資による子会社(当社の孫

会社)「科浪(深圳)商務有限公司(仮称)」を設立することを決議しております。

当社グループの報告セグメントは、第１四半期連結会計期間より「不動産開発及び賃貸管理」の

みとなり、単一セグメントとなったため、セグメント別の記載を省略しております。詳細は、Ｐ７

（セグメント情報等）をご参照ください。
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ284百万円増加し、

16,164百万円となりました。これは主に営業取引により生じた現預金の増加によるものでありま

す。また負債につきましては、前連結会計年度末に比べ23百万円増加し、10,307百万円となりまし

た。これは主に不動産賃貸契約に係る預り保証金の増加によるものであります。純資産につきまし

ては、前連結会計年度末に比べ261百万円増加し、5,856百万円となりました。これは主に利益剰余

金の計上によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年３月期の業績予想につきましては、平成27年５月15日に公表いたしました業績予想に変

更はありません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関す

る会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企

業会計基準第７号 平成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等

の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。

当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,378 6,216

売掛金 9 11

未収入金 4,597 92

その他 322 356

貸倒引当金 △4 △4

流動資産合計 6,303 6,672

固定資産

有形固定資産 13 12

無形固定資産

のれん 393 374

土地使用権 1,421 1,411

その他 0 0

無形固定資産合計 1,816 1,786

投資その他の資産

長期貸付金 7,712 7,662

その他 33 31

投資その他の資産合計 7,746 7,693

固定資産合計 9,576 9,491

資産合計 15,879 16,164

負債の部

流動負債

買掛金 16 -

1年内返済予定の長期借入金 24 24

未払法人税等 105 58

引当金 4 3

その他 1,750 1,789

流動負債合計 1,901 1,876

固定負債

長期借入金 7,721 7,708

退職給付に係る負債 10 10

その他 651 712

固定負債合計 8,382 8,431

負債合計 10,284 10,307

純資産の部

株主資本

資本金 2,000 2,000

資本剰余金 1,744 1,744

利益剰余金 1,069 1,215

自己株式 △0 △0

株主資本合計 4,814 4,960

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 19 84

その他の包括利益累計額合計 19 84

非支配株主持分 761 811

純資産合計 5,594 5,856

負債純資産合計 15,879 16,164
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 1,718 591

売上原価 1,196 128

売上総利益 521 463

販売費及び一般管理費 273 188

営業利益 247 275

営業外収益

受取利息 14 43

為替差益 26 -

補助金収入 11 -

受取補償金 - 13

その他 0 0

営業外収益合計 52 56

営業外費用

支払利息 11 11

為替差損 - 5

貸倒損失 5 -

その他 2 2

営業外費用合計 19 19

経常利益 280 312

特別利益

固定資産売却益 4,129 -

特別利益合計 4,129 -

特別損失

役員退職慰労金 - 4

特別損失合計 - 4

税金等調整前四半期純利益 4,410 308

法人税、住民税及び事業税 94 104

法人税等調整額 1,030 28

法人税等合計 1,124 132

四半期純利益 3,286 175

非支配株主に帰属する四半期純利益 334 29

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,951 145
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 3,286 175

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △82 105

その他の包括利益合計 △82 105

四半期包括利益 3,203 281

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,883 211

非支配株主に係る四半期包括利益 320 70
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他 合計

電気機器等
の製造販売

不動産開発
及び賃貸管理

計

売上高

外部顧客への売上高 1,183 521 1,704 13 1,718

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 1,183 521 1,704 13 1,718

セグメント利益又は損失(△) 34 319 354 △17 336

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物資等、医薬品及び医療器具等の

販売事業を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 354

「その他」の区分の損失（△） △17

のれんの償却額 △19

全社費用(注) △69

四半期連結損益計算書の営業利益 247

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

当社グループは、単一セグメントであるため、記載を省略しております。

報告セグメントの変更等に関する事項

当社グループは、「電気機器等の製造販売」、「不動産開発及び賃貸管理」の２事業を報告セグメン

トとしておりましたが、第１四半期連結累計期間より単一セグメントに変更しております。これ

は、前連結会計年度において電気機器等の製造販売事業を大幅に縮小したことから、当該事業の重

要性が乏しくなり「セグメント情報等の開示に関する会計基準」に定められた基準を満たさなくな

ったことによるものであります。

この変更により、当社グループは単一セグメントとなることから、第１四半期累計期間よりセグ

メント情報の記載を省略しております。
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